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者 12 人に対して抽出を行ったところ、10 人において 90%
以上の抽出率を得られた。抽出率 Eは、抽出した領域に実
際の荷物領域がどの程度含まれているかを表し、実際の荷
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表 1 被験者 A～D の類似度𝑅1、𝑅2 
 A B C D 
𝑅1 0.605 0.482 0.591 0.403 
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図 1 GSV(4フレーム毎、上：手ぶら 下：荷物所持) 
図 2 シルエット平均画像𝐅 (左：𝐅𝒇 右：𝑭𝒉) 
図 3 差分画像 
図 4 比較用画像 T 図 5 抽出結果 図 6 実際の荷物領域 
